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１．目  的 

 微小粒子中の金属成分のうち、より人体に取り込まれやすいと考えられる水溶性金属について、その

割合、季節変動、地域特性を調査し、水溶性金属と他の汚染物質との関係や、発生源の推定、削減のた

めの基礎データを得る。 

２．方 法 

 アンダーセンエアサンプラーで捕集した微小粒子（粒径 2.1μｍ以下）について、粒子濃度、イオン

成分、水溶性金属成分、金属成分を測定した。成分測定には、イオンクロマトグラフ法（ＩＣ）、誘導

結合プラズマ質量分析法（ＩＣＰ－ＭＳ）を用いた。                                                       

３．結果および考察 

 H21 年 9 月～H22 年 9 月までの調査結果では、粒子濃度、イオン成分濃度は H22 年 1月に最も濃度が高

くなったが、水溶性金属成分も同様の結果であった。  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

微小粒子中に占める割合が多い金属は水溶性が高く、特に、ヒ素、カドミウム、バナジウム、亜鉛

はほぼ 100％水溶性であった。ヒ素は４地点の濃度差がほとんどなく、他の金属成分は東大阪で高く、

池田で低い傾向にあった。一方、バナジウム、ニッケルは高石で最も濃度が高かった。 

 

                   

       

 

 

 

 

 

 

 

 

また、鉄、アルミニウムは水溶性が低かったが、 

その特性は顕著で、粒子濃度の結果とは異なり、 

H22 年 5月に最も濃度が高くなり、地域的には 

東大阪が高く、池田が低い傾向を示した。 

 

 

 

図 6亜鉛濃度の経月変化 
図 7 ﾊﾞﾅｼﾞｳﾑ濃度の経月変化 

図 4ヒ素濃度の経月変化 

図１ 微小粒子濃度の経月変化 図 3 水溶性金属濃度の経月変化 

図5酸抽出ヒ素濃度の経月変化

図 2 イオン成分濃度の経月変化 

図 8 鉄濃度の経月変化 図 9 ｱﾙﾐﾆｳﾑ濃度の経月変化 
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